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1.  総 括 

宇田川遊水地長寿命化計画

事業主体 横浜市

計画の目標

計画期間 2019年度～2068年度 ライフサイクルタイム 50年

実施内容

事業費（百万円）

事業費合計 3,141.7　

3141.7

施設名 施設種別

宇田川遊水地 ポンプ設備 宇田川 戸塚区汲沢町 2150.3 991.4

　流域の浸水被害軽減を図る役割を担う重要施設について、施設の機能を計画的、予防的に確保することで
長寿命化し、ライフサイクルコスト縮減を図る。

全体事業費 3,141.7　 百万円 コスト縮減額 1,545.1 百万円

施設設置
河川名

施設設置
市町村名 交付金対象

事業費
交付金対象外

事業費
総事業費
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2.  計画策定施設位置図 

様式－施設位置図

事業施設名 宇田川遊水地

施設設置市町村 横浜市戸塚区

施設位置図

宇田川遊水地長寿命化計画　施設位置図
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3.  長期保全計画 

3－1  計画的な保全に関する基本的事項 

宇田川遊水地は、昭和 54 年から神奈川県において実施された「境川水系総合治水対策特定

河川事業」に対応して、流域の治水安全度向上のために計画された治水施設である。当該遊

水地により、宇田川流域からの流出量を抑制し、本川境川流域の低減を図ることを目的とし

ている。 

本計画では、宇田川遊水地に設定されている機械設備、電気設備を対象とし、機械設備の

計画策定にあたっては、「河川ポンプ設備点検・整備・更新検討マニュアル（案）」および

「河川用ゲート設備点検・整備・更新検討マニュアル（案）」に基づき、機器の健全度、設

備区分のレベル、設置条件等を総合的に評価し、設備の信頼性と保全コストの低減を図るた

めの技術的・経済的な面から検討を行った。 

電気設備の計画策定にあたっては、「電気通信施設維持管理計画指針（案）」および「電

気通信施設アセットマネジメント要領・同解説（案）」の考え方に基づき、検討を行った。 

 

1）長寿命化計画基本方針 

点検、整備等による予防保全による、施設の長寿命化を図ることにより、事業費の大規模

化及び高コスト化を回避し、トータルコストの縮減に努める。 

 

2）日常的な維持管理及び点検・整備方針 

本設備は、治水設備でありかつ社会的にも重要な設備であることから、運転管理委託業者

による月 2 回の点検を実施するとともに、電気設備については、専門技術者による年 1 回の

定期点検を実施することで、設備の損傷等の早期把握に努める。 
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3－2  施設一般図 

様式－施設一般図

事業施設名 宇田川遊水地

施設設置市町村 横浜市戸塚区

施設全体平面図

ポンプ設備平面図

宇田川遊水地長寿命化計画　　施設一般図
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様式－施設写真（参考） 

施 設 写 真 

①ポンプ設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②操作室上屋 
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3－3  中長期保全計画 

 

宇田川遊水地　　 【20190208更新版】

単位：百万円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

20.0 1.1 3.6 37.5 57.7 58.3 111.2 113.0 2.3 1.2 2.5 32.3 1.9 6.7 3.7 1.2 16.8 20.2 54.4 138.9 140.9 141.8 42.4 30.7 1.9 140.8 132.7 1.2 82.8 41.2 7.4 3.0 2.1 16.1 2.8 107.3 76.5 30.1 8.7 3.0 75.4 39.4 106.2 106.4 75.4 1.2 2.5 1.4 36.2 8.3

9.4 10.3 8.4 27.1 11.9 79.0 15.4 17.1 8.3 8.2 16.9 26.7 8.3 8.6 8.4 8.2 9.2 9.5 78.8 33.7 33.8 33.9 44.4 10.1 8.3 19.0 18.4 8.2 14.7 10.8 11.9 91.9 13.6 9.2 8.3 15.1 13.1 10.1 8.7 8.3 29.6 10.7 15.1 15.1 80.2 9.8 8.3 8.2 10.5 8.7

29.4 11.4 12.0 64.6 69.6 137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0

29.4 40.8 52.8 117.4 187.0 324.3 450.9 581.0 591.6 601.0 620.4 679.4 689.6 704.9 717.0 726.4 752.4 782.1 915.3 1,087.9 1,262.6 1,438.3 1,525.1 1,565.9 1,576.1 1,735.9 1,887.0 1,896.4 1,993.9 2,045.9 2,065.2 2,160.1 2,175.8 2,201.1 2,212.2 2,334.6 2,424.2 2,464.4 2,481.8 2,493.1 2,598.1 2,648.2 2,769.5 2,891.0 3,046.6 3,057.6 3,068.4 3,078.0 3,124.7 3,141.7
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図 3-1 中長期保全計画 グラフ（宇田川遊水地） 
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表 3-1 中長期保全計画表（1/3） 

137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0 【20190208更新版】
単位：百万円

設置
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宇田川遊水地 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設建設後の経過年数→ 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

2017（H29）を起点にした場合の経過年数→ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
2.0 51.2 55.8 119.0 110.3 114.3 0.4 8.1 45.5 17.9 115.5 135.3 154.3 154.3 70.5 29.5 142.2 133.1 81.2 40.0 3.1 78.5 5.0 105.9 56.7 28.0 5.0 1.2 89.0 38.0 105.3 105.3 136.5 1.5 34.3 2373.7

1 0.0 2.0 0.0 51.2 55.8 119.0 110.3 114.3 0.4 0.0 8.1 45.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.9 115.5 135.3 154.3 154.3 70.5 29.5 0.0 142.2 133.1 0.0 81.2 40.0 3.1 78.5 5.0 0.0 0.0 105.9 56.7 28.0 5.0 1.2 89.0 38.0 105.3 105.3 136.5 1.5 0.0 0.0 34.3 0.0 2373.7

Ⅰ No.1主ポンプ 1 致命 22.0 40.0 14 37 2007 2007 2007 11 11 11 3 26 → → 22.0 → → 22.0 → → → 40.0 → → 22.0

Ⅰ No.2主ポンプ 1 致命 22.0 40.0 14 37 2007 2007 2007 11 11 11 3 26 → → → 22.0 → → 22.0 → → → 40.0 → → 22.0

Ⅰ No.3主ポンプ 1 致命 22.0 40.0 14 37 2007 2007 2007 11 11 11 3 26 → → → 22.0 → → → → 22.0 → → → → 40.0 → 22.0

Ⅰ No.1吐出弁 1 致命 7.0 9.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 7.0 → → →

Ⅰ No.2吐出弁 1 致命 7.0 9.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 7.0 → → →

Ⅰ No.3吐出弁 1 致命 7.0 9.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 7.0 → → →

Ⅰ No1吸込弁 1 致命 6.0 7.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 6.0 → → →

Ⅰ No2吸込弁 1 致命 6.0 7.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 6.0 → → →

Ⅰ No3吸込弁 1 致命 6.0 7.0 25 66 2007 2007 2007 11 11 11 14 55 → → → → → → → → → 6.0 → → →

Ⅱ No.1逆止弁 1 非致命 7.0 8.0 28 61 2007 2007 2007 11 11 11 17 50 → → → → → → 7.0 →

Ⅱ No.2逆止弁 1 非致命 7.0 8.0 28 61 2007 2007 2007 11 11 11 17 50 → → → → → → 7.0 →

Ⅱ No.3逆止弁 1 非致命 7.0 8.0 28 61 2007 2007 2007 11 11 11 17 50 → → → → → → 7.0 →

2．主ポンプ駆動設備

Ⅰ No1電動機 1 致命 10.0 主ポンプに含む 25 48 2007 2007 2007 11 11 11 14 37 10.0 ← ← 主ポンプに含む

Ⅰ No2電動機 1 致命 10.0 主ポンプに含む 25 48 2007 2007 2007 11 11 11 14 37 10.0 ← ← 主ポンプに含む

Ⅰ No3電動機 1 致命 10.0 主ポンプに含む 25 48 2007 2007 2007 11 11 11 14 37 10.0 ← ← 主ポンプに含む

Ⅰ 地下タンク 1 致命 7.5 33 2007 2007 2007 11 11 11 22 → → 7.5

Ⅰ 燃料小出槽 1 致命 1.5 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 1.5 ← ← ←

Ⅱ 燃料移送ポンプ 2 非致命 1.6 27 2007 2007 2007 11 11 11 16 → → → → → → → → → 1.6

Ⅰ 扉体・戸当り 1 致命 18.0 58 2007 2007 2007 11 11 11 47 18.0 ← ← ← ← ← ←

Ⅰ 開閉装置 1 致命 7.0 8.0 27 46 2007 2007 2007 11 11 11 16 35 → → 7.0 → → → → → → 8.0

Ⅰ 扉体・戸当り 1 致命 17.0 58 2007 2007 2007 11 11 11 47 17.0 ← ← ← ← ←

Ⅰ 開閉装置 1 致命 8.0 9.0 27 46 2007 2007 2007 11 11 11 16 35 → → 8.0 → → → → → → → 9.0

Ⅰ ポンプピットスクリーン 1 致命 103.0 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → 103.0

Ⅰ 一次池スクリーン 1 致命 7.5 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → → 7.5

Ⅰ No1.二次池スクリーン 1 致命 14.0 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → → 14.0

Ⅰ No2.二次池スクリーン 1 致命 14.0 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → → 14.0

Ⅰ No3.二次池スクリーン 1 致命 14.0 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → → → 14.0

Ⅰ No4.二次池スクリーン 1 致命 14.0 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 → → → → → → → → → 14.0

7．付属設備 1

Ⅱ No1床排水ポンプ 1 非致命 2.5 22 2007 2007 2007 11 11 11 11 2.5 2.5

Ⅱ No2床排水ポンプ 1 非致命 2.5 22 2007 2007 2007 11 11 11 11 2.5 2.5

Ⅱ チェーンブロック 1 非致命 1.2 40 2007 2007 2007 11 11 11 29 1.2

Ⅱ 換気機械室用給気ファン（FS-1） 1 非致命 0.4 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.4 0.4

Ⅱ 換気機械室用排気ファン（FE-1） 1 非致命 0.4 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.4 0.4

Ⅱ 機器搬出入スペース給気ファン（FS-2） 1 非致命 0.4 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.4 0.4

Ⅱ 機器搬出入スペース排気ファン（FE-2） 1 非致命 0.4 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.4 0.4

Ⅱ ポンプ室用給気ファン（FS-3） 1 非致命 0.8 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.8 0.8

Ⅱ ポンプ室用排気ファン（FE-3） 1 非致命 0.7 20 2007 2007 2007 11 11 11 9 → → 0.7 0.7

Ⅰ 引込計器箱 1 致命 2.3 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 2.3 2.3

Ⅰ 照明主幹盤　LC-1 1 致命 13.5 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 13.5 13.5

9．発動発電設備

Ⅰ 駆動設備(原動機) 1 致命 210.5 263.1 18 36 2007 2007 2007 11 11 11 7 25 105.3 105.3 131.6 131.6 105.3 105.3

Ⅰ 発電機 1 致命 上記に含む 上記に含む 18 36 2007 2007 2007 11 11 11 7 25 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む

Ⅰ 発電機盤　GP-1 1 致命 上記に含む 上記に含む 36 2007 2007 2007 11 11 11 25 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む

Ⅰ 直流電源装置盤　GD-1 1 致命 上記に含む 上記に含む 19 2007 2007 2007 11 11 11 8 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む 上記に含む

Ⅰ 無停電電源装置 1 致命 2.9 7.5 8 16 2017 2007 2007 11 1 11 → 5 → 7.5 → → 2.9 → 7.5 → → 2.9 → 7.5

11．CCTV設備

Ⅱ 工業用ﾃﾚﾋﾞ装置　ITV-1（デスク＆PC) 1 非致命 45.0 13 2007 2007 2007 11 11 11 2 → → → → 45.0 → 45.0 → 45.0 45.0

Ⅱ 宇田川上流ITVカメラ 1 非致命 6.0 13 2007 2007 2007 11 11 11 2 → → → → 6.0 → 6.0 → 6.0 6.0

Ⅱ 宇田川下流ITVカメラ 1 非致命 6.0 13 2007 2007 2007 11 11 11 2 → → → → 6.0 → 6.0 → 6.0 6.0

Ⅱ 第一遊水地ITVカメラ 1 非致命 6.0 13 2007 2007 2007 11 11 11 2 → → → → 6.0 → 6.0 → 6.0 6.0

[型式]ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型

[仕様]ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　[発電型式]ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ

[発電容量]250KVA　[電圧]400V

[型式]鋼板製屋外自立型

[型式]鋼板製屋外自立型　[電圧]200V　

10．無停電電源設備

YUMIC-SHD100AP1

8．受変電設備

 3φ　3W　200V　50Hz1φ　3W　200-100V　50Hz

[型式]屋内自立型　[電圧]200V

A1A-03(ｶﾜｻｷ)　ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ機関

圧縮機：遠心2段　ﾀｰﾋﾞﾝ：軸流2段　出力：

シロッコファン

シロッコファン

シロッコファン

シロッコファン

シロッコファン

シロッコファン

固定バースクリーン

4.9m×4.915m、材質：SUS304
固定バースクリーン

4.9m×4.915m、材質：SUS304

水中汚水ポンプ

φ80mm、吐出量：0.3m3/min
水中汚水ポンプ

φ80mm、吐出量：0.3m3/min
ギヤードトロリ結合形

3.0t×約8.0m

6．除塵設備
車両通行用固定バースクリーン

21.93m×4.71m、材質：SUS304
固定バースクリーン

1.0m×1.0m、材質：SUS304
固定バースクリーン

4.9m×4.915m、材質：SUS304
固定バースクリーン

4.9m×4.915m、材質：SUS304

鋼版性製角形ゲート（スライドゲート）

W1000×H1000

電動スピンドル式

5．一次排水ゲート
鋼版性製角形ゲート（スライドゲート）

W1000×H1000

電動スピンドル式

3．系統機器設備

8000L

190L

4．管理ゲート

55kW、400V

55kW、400V

55kW、400V

外ねじ式手動仕切弁

口径：φ400mm
外ねじ式手動仕切弁

口径：φ400mm
外ねじ式手動仕切弁

口径：φ400mm

1．主ポンプ設備
スクリュー式渦巻ポンプ

口径：φ400mm、吐出量：15m3/min
スクリュー式渦巻ポンプ

口径：φ400mm、吐出量：15m3/min
スクリュー式渦巻ポンプ

口径：φ400mm、吐出量：15m3/min

設備及び機器 仕　様

電動仕切弁

口径：φ350mm
電動仕切弁

口径：φ350mm
電動仕切弁

口径：φ350mm

: 整備(分解、部品交換含む) : 更新
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表 3-2 中長期保全計画表（2/3） 
137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0 【20190208更新版】

単位：百万円

設置

数

致命／

非致命

区分

特記事項

整備費

（百万円）

更新費

（百万円）

標準

整備

年数

(年)

標準

耐用

年

(年)

最終

整備

年

設置

年

(年)

最終

更新

年(※)

初期

設置

後

経過

(年)

整備後

経過

年数

最終

更新

後

経過年

(年)

標準整

備年迄

の年数

標準

耐用年

迄の年

数

(※1)

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

2
0
3
4

2
0
3
5

2
0
3
6

2
0
3
7

2
0
3
8

2
0
3
9

2
0
4
0

2
0
4
1

2
0
4
2

2
0
4
3

2
0
4
4

2
0
4
5

2
0
4
6

2
0
4
7

2
0
4
8

2
0
4
9

2
0
5
0

2
0
5
1

2
0
5
2

2
0
5
3

2
0
5
4

2
0
5
5

2
0
5
6

2
0
5
7

2
0
5
8

2
0
5
9

2
0
6
0

2
0
6
1

2
0
6
2

2
0
6
3

2
0
6
4

2
0
6
5

2
0
6
6

2
0
6
7

2
0
6
8 備　考

宇田川遊水地 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

施設建設後の経過年数→ 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61

2017（H29）を起点にした場合の経過年数→ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
2.0 51.2 55.8 119.0 110.3 114.3 0.4 8.1 45.5 17.9 115.5 135.3 154.3 154.3 70.5 29.5 142.2 133.1 81.2 40.0 3.1 78.5 5.0 105.9 56.7 28.0 5.0 1.2 89.0 38.0 105.3 105.3 136.5 1.5 34.3 2373.7

Ⅱ 非常通報装置 1 非致命 1.5 19 2007 2007 2007 11 11 11 8 1.5 1.5 1.5

1

Ⅰ コントローラ盤　CRT-1 1 致命 30.0 90.0 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 → 30.0 → 30.0 30.0 30.0 → → → → 30.0 →

Ⅰ №1ポンプVVVF盤　VVVF-1 1 致命 0.4 31.5 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 → 0.4 → 10.5 10.5 10.5 → → → 0.4 →

Ⅰ №2ポンプVVVF盤　VVVF-2 1 致命 0.4 31.5 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 → 0.4 → 10.5 10.5 10.5 → → → 0.4 →

Ⅰ №3ポンプVVVF盤　VVVF-3 1 致命 0.4 31.5 15 30 2013 2007 2007 11 5 11 10 19 0.4 ← → 10.5 10.5 10.5 → → → 0.4 →

Ⅰ 補助継電気盤（１）、（２）　ARB-1、２ 1 致命 12.0 36.0 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 → → 12.0 → 12.0 12.0 12.0 → → → → → 12.0 →

Ⅰ 計装収納盤　IB-1 1 致命 5.0 15.0 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 → → → 5.0 → 5.0 5.0 5.0 → → 5.0 →

Ⅰ 現場操作盤　LCB-1 1 致命 17.5 52.5 15 30 2007 2007 2007 11 11 11 4 19 17.5 → 17.5 17.5 17.5 → → → → 17.5 →

Ⅱ 監視用伝送装置　CRT-1（デスク＆PC) 1 非致命 15.5 46.5 8 16 2007 2007 2007 11 11 11 -3 5 2.0 → 15.5 → → → → → → → 15.5 → → → → → → → 15.5 15.5 15.5 → → 15.5 → → → 15.5 → → → → → → → → →

1

Ⅰ 接地端子箱 1 致命 0.5 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 0.5 0.5

Ⅰ 中継端子盤　TB-1 1 致命 2.3 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 → 0.8 0.8 0.8 →

Ⅰ
発電対象設備コントロールセンタ　CC-

1-1/2
1 致命 24.0 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 → 8.0 8.0 8.0 →

Ⅰ
受電対象設備コントロールセンタ　CC-

2-1/３
1 致命 36.0 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 → 12.0 12.0 12.0 →

1

Ⅰ №1～No.3主ポンプ・吐出弁盤　LB-2 1 致命 7.5 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 7.5 7.5

Ⅰ №1、№2燃料移送ポンプ盤　LB-3 1 致命 3.0 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 3.0 3.0

Ⅰ №1、№2床排水ポンプ盤　LB-4 1 致命 3.0 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 3.0 3.0

Ⅰ 一次池排水ゲート盤　LB-5 1 致命 4.5 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 4.5 4.5

Ⅱ 給排気ファン現場盤　LB-1 1 非致命 7.5 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 → → → → 7.5

Ⅱ オーﾄリフター操作盤 1 非致命 3.0 30 2007 2007 2007 11 11 11 19 → → → → 3.0

Ⅰ 雨量計 1 致命 3.0 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 → 3.0 3.0 → → 3.0

Ⅰ 宇田川上流流速計 1 致命 6.0 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 6.0 6.0 → → → 6.0

Ⅰ 宇田川上流水位計 1 致命 3.9 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 3.9 3.9 → → → 3.9

Ⅰ 宇田川下流水位計 1 致命 3.9 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 3.9 3.9 → → → 3.9

Ⅰ 一次池水位計 1 致命 2.7 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 2.7 2.7 → → → 2.7

Ⅰ 二次池水位計 1 致命 1.7 15 2007 2007 2007 11 11 11 4 1.7 1.7 → → → 1.7

[型式]投込み式

[型式]圧力式

14．計装設備

転倒ます式

[型式]電波式

[型式]超音波式

[型式]超音波式

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋外壁掛け型　[電圧]100V

[型式]屋外壁掛け型　[電圧]100V

[型式]屋外スタンド型　[電圧]100V

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋内壁掛け型　[電圧]200V

[型式]屋内自立型

[型式]屋内自立型

[型式]屋内自立型　[電圧]200V

[型式]屋内自立型　[電圧]200V

15．機側操作設備

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋内自立型

[型式]屋内自立型

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋内自立型

14．負荷設備

一般電話回線通報方式

13．監視制御設備

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

[型式]屋内自立型　[電圧]100V

12．非常警報装置

設備及び機器 仕　様

: 整備(分解、部品交換含む) : 更新
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表 3-3 中長期保全計画表（3/3） 
137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0 【20190208更新版】

単位：百万円

設置

数

致命／

非致命

区分

特記事項

整備費

（百万円）

更新費

（百万円）

標準

整備

年数

(年)

標準

耐用

年

(年)

最終

整備

年

設置

年

(年)

最終

更新

年(※)

初期

設置

後

経過

(年)

整備後

経過

年数

最終

更新

後

経過年

(年)

標準整

備年迄

の年数

標準

耐用年

迄の年

数

(※1)

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

2
0
2
3

2
0
2
4

2
0
2
5

2
0
2
6

2
0
2
7

2
0
2
8

2
0
2
9

2
0
3
0

2
0
3
1

2
0
3
2

2
0
3
3

2
0
3
4

2
0
3
5

2
0
3
6

2
0
3
7

2
0
3
8

2
0
3
9

2
0
4
0

2
0
4
1

2
0
4
2

2
0
4
3

2
0
4
4

2
0
4
5

2
0
4
6

2
0
4
7

2
0
4
8

2
0
4
9

2
0
5
0

2
0
5
1

2
0
5
2

2
0
5
3

2
0
5
4

2
0
5
5

2
0
5
6

2
0
5
7

2
0
5
8

2
0
5
9

2
0
6
0

2
0
6
1

2
0
6
2

2
0
6
3

2
0
6
4

2
0
6
5

2
0
6
6

2
0
6
7

2
0
6
8 備　考

15．点検費

ⅴ 交付 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.1 0.8 0.8

ⅴ 交付 18.9 1.0 2.8 1.6 1.0 1.0 OH OH 1.0 1.0 1.6 1.0 1.0 6.5 2.8 1.0 15.9 1.0 1.0 18.9 1.0 2.8 1.6 1.0 1.0 更新 更新 1.0 1.0 1.0 6.5 2.8 1.0 15.9 1.0 1.0 18.9 1.0 2.8 1.6 1.0 1.0 OH OH 1.0 1.0 1.6 1.0 1.0 6.5

ⅴ 交付 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

ⅴ 交付 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.2 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.9 0.2 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.9 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.9

ⅵ 単費 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

ⅶ 単費 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4 3.4

ⅶ 単費 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9

ⅷ 単費 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8

16．燃料費　+　物品費

ⅷ 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

ⅶ 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

17．公共料金

ⅶ 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6

18．保守管理経費

ⅸ 保守管理経費（長寿命化事業（致命）） 1 1.3 0.1 0.3 2.5 3.8 3.8 7.3 7.4 0.2 0.1 0.2 2.1 0.2 0.5 0.3 0.1 1.1 1.4 3.6 9.1 9.2 9.3 2.8 2.0 0.2 9.2 8.7 0.1 5.4 2.7 0.5 0.2 0.2 1.1 0.2 7.0 5.0 2.0 0.6 0.2 5.0 2.6 7.0 7.0 5.0 0.1 0.2 0.1 2.4 0.6

ⅹ 保守管理経費（長寿命化事業（非致命）） 1 0.1 0.2 0.1 1.1 0.1 4.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.6 1.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 4.2 1.1 1.1 1.1 2.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 5.2 0.4 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1.1 0.1 0.1 0.1 4.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1

ⅶ 保守管理経費（維持） 1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

ⅷ 保守管理経費（排水作業） 1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

ⅰ設備更新費の年度合計（致命）【Ⅰ】 0.0 0.0 0.0 18.2 3.0 0.0 0.0 7.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 52.5 119.8 116.8 116.8 0.0 7.5 0.0 140.6 131.6 0.0 80.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 103.0 56.7 28.0 0.0 0.0 26.0 26.0 0.0 0.0 7.5 0.0 0.0 0.0 34.3 0.0 0.0

累積 0.0 0.0 0.0 18.2 21.2 21.2 21.2 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 28.7 81.2 201.0 317.8 434.6 434.6 442.1 442.1 582.7 714.3 714.3 794.3 834.3 834.3 834.3 834.3 834.3 834.3 937.3 994.0 1022.0 1022.0 1022.0 1048.0 1074.0 1074.0 1074.0 1081.5 1081.5 1081.5 1081.5 1115.8 1115.8 1115.8

ⅱ設備更新費の年度合計（非致命）【Ⅱ】 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 0.0 1.5 0.0 0.0 8.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 15.5 15.5 15.5 10.5 0.0 0.0 1.6 1.5 0.0 1.2 0.0 3.1 63.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

累積 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 63.0 64.5 64.5 64.5 72.6 72.6 72.6 72.6 72.6 72.6 72.6 72.6 135.6 151.1 166.6 182.1 192.6 192.6 192.6 194.2 195.7 195.7 196.9 196.9 200.0 263.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 268.0 331.0 332.5 332.5 332.5 332.5 332.5 332.5

ⅲ設備整備費の年度合計（致命）【Ⅰ】 0.0 0.0 0.0 17.5 52.8 56.0 110.3 105.3 0.4 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.9 0.0 0.0 22.0 22.0 39.0 22.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 5.0 1.2 47.5 12.0 105.3 105.3 66.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

累積 0.0 0.0 0.0 17.5 70.3 126.3 236.6 341.9 342.3 342.3 342.3 372.3 372.3 372.3 372.3 372.3 372.3 390.2 390.2 390.2 412.2 434.2 473.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 495.2 498.1 498.1 498.1 503.1 504.3 551.8 563.8 669.1 774.4 840.4 840.4 840.4 840.4 840.4 840.4 840.4

ⅳ設備整備費の年度合計（非致命）【Ⅱ】 0.0 2.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

累積 0.0 2.0 2.0 17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 17.5 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 33.0 54.0 54.0 54.0 54.0 54.0 54.0 54.0 54.0 54.0 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 69.5 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0

0.0 0.0 0.0 35.7 55.8 56.0 110.3 112.8 0.4 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.9 52.5 119.8 138.8 138.8 39.0 29.5 0.0 140.6 131.6 0.0 80.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 105.9 56.7 28.0 5.0 1.2 73.5 38.0 105.3 105.3 73.5 0.0 0.0 0.0 34.3 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 35.7 91.5 147.5 257.8 370.6 371.0 371.0 371.0 401.0 401.0 401.0 401.0 401.0 401.0 418.9 471.4 591.2 730.0 868.8 907.8 937.3 937.3 1077.9 1209.5 1209.5 1289.5 1329.5 1329.5 1329.5 1329.5 1329.5 1329.5 1435.4 1492.1 1520.1 1525.1 1526.3 1599.8 1637.8 1743.1 1848.4 1921.9 1921.9 1921.9 1921.9 1956.2 1956.2 1956.2

20.0 1.1 3.6 1.8 1.9 2.3 0.9 0.2 1.9 1.2 2.5 2.3 1.9 6.7 3.7 1.2 16.8 2.3 1.9 19.1 2.1 3.0 3.4 1.2 1.9 0.2 1.1 1.2 2.8 1.2 7.4 3.0 2.1 16.1 2.8 1.4 19.8 2.1 3.7 1.8 1.9 1.4 0.9 1.1 1.9 1.2 2.5 1.4 1.9 8.3 0.0

20.0 21.1 24.7 26.5 28.4 30.7 31.6 31.8 33.7 34.9 37.4 39.7 41.6 48.3 52.0 53.2 70.0 72.3 74.2 93.3 95.4 98.4 101.8 103.0 104.9 105.1 106.2 107.4 110.2 111.4 118.8 121.8 123.9 140.0 142.8 144.2 164.0 166.1 169.8 171.6 173.5 174.9 175.8 176.9 178.8 180.0 182.5 183.9 185.8 194.1 187.6

0.0 2.0 0.0 15.5 0.0 63.0 0.0 1.5 0.0 0.0 8.1 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 15.5 15.5 15.5 31.5 0.0 0.0 1.6 1.5 0.0 1.2 0.0 3.1 78.5 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 63.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 2.0 2.0 17.5 17.5 80.5 80.5 82.0 82.0 82.0 90.1 105.6 105.6 105.6 105.6 105.6 105.6 105.6 168.6 184.1 199.6 215.1 246.6 246.6 246.6 248.2 249.7 249.7 250.9 250.9 254.0 332.5 337.5 337.5 337.5 337.5 337.5 337.5 337.5 337.5 353.0 353.0 353.0 353.0 416.0 417.5 417.5 417.5 417.5 417.5 417.5

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8 3.9 4.0 4.1 4.2 4.3 4.4 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9 5.0 5.0

1.3 0.1 0.3 2.5 3.8 3.8 7.3 7.4 0.2 0.1 0.2 2.1 0.2 0.5 0.3 0.1 1.1 1.4 3.6 9.1 9.2 9.3 2.8 2.0 0.2 9.2 8.7 0.1 5.4 2.7 0.5 0.2 0.2 1.1 0.2 7.0 5.0 2.0 0.6 0.2 5.0 2.6 7.0 7.0 5.0 0.1 0.2 0.1 2.4 0.6 0.0

1.3 1.4 1.7 4.2 8.0 11.8 19.1 26.5 26.7 26.8 27.0 29.1 29.3 29.8 30.1 30.2 31.3 32.7 36.3 45.4 54.6 63.9 66.7 68.7 68.9 78.1 86.8 86.9 92.3 95.0 95.5 95.7 95.9 97.0 97.2 104.2 109.2 111.2 111.8 112.0 117.0 119.6 126.6 133.6 138.6 138.7 138.9 139.0 141.4 142.0 141.6

0.1 0.2 0.1 1.1 0.1 4.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.6 1.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 4.2 1.1 1.1 1.1 2.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 5.2 0.4 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1.1 0.1 0.1 0.1 4.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0

0.1 0.3 0.4 1.5 1.6 5.8 5.9 6.1 6.2 6.3 6.9 8.0 8.1 8.2 8.3 8.4 8.5 8.6 12.8 13.9 15.0 16.1 18.2 18.3 18.4 18.6 18.8 18.9 19.0 19.1 19.4 24.6 25.0 25.1 25.2 25.3 25.4 25.5 25.6 25.7 26.8 26.9 27.0 27.1 31.3 31.5 31.6 31.7 31.8 31.9 31.9

6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 6.4 0.0

6.4 12.8 19.2 25.6 32.0 38.4 44.8 51.2 57.6 64.0 70.4 76.8 83.2 89.6 96.0 102.4 108.8 115.2 121.6 128.0 134.4 140.8 147.2 153.6 160.0 166.4 172.8 179.2 185.6 192.0 198.4 204.8 211.2 217.6 224.0 230.4 236.8 243.2 249.6 256.0 262.4 268.8 275.2 281.6 288.0 294.4 300.8 307.2 313.6 320.0 320.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 0.0

1.5 3.0 4.5 6.0 7.5 9.0 10.5 12.0 13.5 15.0 16.5 18.0 19.5 21.0 22.5 24.0 25.5 27.0 28.5 30.0 31.5 33.0 34.5 36.0 37.5 39.0 40.5 42.0 43.5 45.0 46.5 48.0 49.5 51.0 52.5 54.0 55.5 57.0 58.5 60.0 61.5 63.0 64.5 66.0 67.5 69.0 70.5 72.0 73.5 75.0 75.0

20.0 1.1 3.6 37.5 57.7 58.3 111.2 113.0 2.3 1.2 2.5 32.3 1.9 6.7 3.7 1.2 16.8 20.2 54.4 138.9 140.9 141.8 42.4 30.7 1.9 140.8 132.7 1.2 82.8 41.2 7.4 3.0 2.1 16.1 2.8 107.3 76.5 30.1 8.7 3.0 75.4 39.4 106.2 106.4 75.4 1.2 2.5 1.4 36.2 8.3 0.0

20.0 21.1 24.7 62.2 119.9 178.2 289.4 402.4 404.7 405.9 408.4 440.7 442.6 449.3 453.0 454.2 471.0 491.2 545.6 684.5 825.4 967.2 1009.6 1040.3 1042.2 1183.0 1315.7 1316.9 1399.7 1440.9 1448.3 1451.3 1453.4 1469.5 1472.3 1579.6 1656.1 1686.2 1694.9 1697.9 1773.3 1812.7 1918.9 2025.3 2100.7 2101.9 2104.4 2105.8 2142.0 2150.3 2143.8

9.4 10.3 8.4 27.1 11.9 79.0 15.4 17.1 8.3 8.2 16.9 26.7 8.3 8.6 8.4 8.2 9.2 9.5 78.8 33.7 33.8 33.9 44.4 10.1 8.3 19.0 18.4 8.2 14.7 10.8 11.9 91.9 13.6 9.2 8.3 15.1 13.1 10.1 8.7 8.3 29.6 10.7 15.1 15.1 80.2 9.8 8.3 8.2 10.5 8.7 0.0

9.4 19.7 28.1 55.2 67.1 146.1 161.5 178.6 186.9 195.1 212.0 238.7 247.0 255.6 264.0 272.2 281.4 290.9 369.7 403.4 437.2 471.1 515.5 525.6 533.9 552.9 571.3 579.5 594.2 605.0 616.9 708.8 722.4 731.6 739.9 755.0 768.1 778.2 786.9 795.2 824.8 835.5 850.6 865.7 945.9 955.7 964.0 972.2 982.7 991.4 991.0

29.4 11.4 12.0 64.6 69.6 137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0 3,134.8

29.4 40.8 52.8 117.4 187.0 324.3 450.9 581.0 591.6 601.0 620.4 679.4 689.6 704.9 717.0 726.4 752.4 782.1 915.3 1087.9 1262.6 1438.3 1525.1 1565.9 1576.1 1735.9 1887.0 1896.4 1993.9 2045.9 2065.2 2160.1 2175.8 2201.1 2212.2 2334.6 2424.2 2464.4 2481.8 2493.1 2598.1 2648.2 2769.5 2891.0 3046.6 3057.6 3068.4 3078.0 3124.7 3141.7 6259.5
合計

年度合計

累積

交付対象の合計
年度合計

累積

交付対象外の合計
年度合計

累積

維持事業 交付対象外
⑦維持事業費：ⅶ

（月点検、臨時点検、
公共料金、保守管理経費）

年度合計

累積

排水作業 交付対象外
⑧排水作業費：ⅷ

（操作委託費、燃料費、
保守管理費）

年度合計

累積

事業費の6.5%

長寿命化事業

交付対象

①整備・更新費：ⅰ＋ⅲ
（致命）

年度合計

累積

②長寿命化点検費：ⅴ
（致命）

年度合計

累積

交付対象外

⑤保守管理経費：ⅸ
（長寿命化事業（致命））

年度合計

累積

⑥保守管理経費：ⅹ
（長寿命化事業（非致命））

年度合計

累積

③整備費・更新費：ⅱ＋ⅳ
（非致命）

年度合計

累積

④長寿命化点検費：ⅵ
（非致命）

年度合計

累積

光熱水費、通信費等

事業費の6.5%

事業費の6.5%

事業費の6.5%

燃料費

物品費

運転管理業務委託（月点検）

運転管理業務委託（臨時点検）

運転管理業務委託（操作）

地下タンク点検（年点検）

水位計保守点検委託（年点検）

防災設備保守点検業務委託

運転管理業務委託（年点検）

発電設備保守点検業務委託（年点検）

設備及び機器 仕　様

: 整備(分解、部品交換含む) : 更新

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 コスト縮減効果 (宇田川遊水地） 【20190226更新版】

　点検・整備を確実に実施することにより施設の長寿命化を図り、本計画期間（50年間）において 百万円のコスト縮減を図る。
　また、年度予算の平準化を実施し計画の実効性に配慮することで、確実な計画の実施を図る。

単位：百万円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10.2 9.3 10.1 28.8 13.4 9.4 544.4 76.5 138.0 119.7 11.9 9.4 10.2 11.0 267.5 9.4 23.5 289.6 29.6 63.7 77.3 27.5 417.5 11.0 234.4 9.4 10.2 9.4 290.4 9.4 264.2 9.4 11.8 95.9 195.2 9.4 138.0 11.1 269.5 399.9 10.2 9.4 10.2 9.4 61.3 9.4 331.3 9.4 28.3 21.4

10.2 19.5 29.6 58.4 71.8 81.2 625.6 702.1 840.1 959.8 971.7 981.1 991.3 1,002.3 1,269.8 1,279.2 1,302.7 1,592.3 1,621.9 1,685.6 1,762.9 1,790.4 2,207.9 2,218.9 2,453.3 2,462.7 2,472.9 2,482.3 2,772.7 2,782.1 3,046.3 3,055.7 3,067.5 3,163.4 3,358.6 3,368.0 3,506.0 3,517.1 3,786.6 4,186.5 4,196.7 4,206.1 4,216.3 4,225.7 4,287.0 4,296.4 4,627.7 4,637.1 4,665.4 4,686.8

29.4 11.4 12.0 64.6 69.6 137.3 126.6 130.1 10.6 9.4 19.4 59.0 10.2 15.3 12.1 9.4 26.0 29.7 133.2 172.6 174.7 175.7 86.8 40.8 10.2 159.8 151.1 9.4 97.5 52.0 19.3 94.9 15.7 25.3 11.1 122.4 89.6 40.2 17.4 11.3 105.0 50.1 121.3 121.5 155.6 11.0 10.8 9.6 46.7 17.0

29.4 40.8 52.8 117.4 187.0 324.3 450.9 581.0 591.6 601.0 620.4 679.4 689.6 704.9 717.0 726.4 752.4 782.1 915.3 1,087.9 1,262.6 1,438.3 1,525.1 1,565.9 1,576.1 1,735.9 1,887.0 1,896.4 1,993.9 2,045.9 2,065.2 2,160.1 2,175.8 2,201.1 2,212.2 2,334.6 2,424.2 2,464.4 2,481.8 2,493.1 2,598.1 2,648.2 2,769.5 2,891.0 3,046.6 3,057.6 3,068.4 3,078.0 3,124.7 3,141.7

　【「事後保全案」について】
　 事後保全案について、初回の更新時期が設定した耐用年数を超えている理由について、以下に示す。
　 鳥山川遊水地における設備の初回更新時期が供用開始から18年で設定しており、宇田川遊水地の設備においても考え方を踏襲した。

図　3-2　コスト縮減効果
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中長期保全計画比較図
事後保全案

長寿命平準化案

事後保全案（累計）

長寿命平準化案（累計）

事後保全案（50年間累計）

約46.9億円

コスト縮減効果：約15.5億長寿命平準化案（50年間累計）

約31.4億円
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3－4  年度保全計画（点検計画） 

1）定期点検 

運転管理委託業者による月 2 回の点検を実施するとともに、電気設備については、専門技

術者による年 1 回の定期点検を実施することを原則とし、設備の損傷等の早期把握に努める。 

 

2）臨時点検 

地震、落雷等が発生した場合に設備への外的要因による異常、損傷の有無の確認を目的と

し、必要に応じて施設の点検を実施する。なお、大規模な地震の際には設備の他、関連する

堰・水門本体等の土木構造物等の被害状況にも注意を払うこととする。 

 

3）年間計画表 

○：月点検  ◎：年点検 

点検種別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備考 

管理運転点

検・月点検 

（機械設備） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

月点検は月 2 回実施 

排水作業時に動作確認

を含めた点検を実施 

定期点検 

（電気設備） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 月点検は月 2 回実施 

 非出水期 出水期 非出水期  
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１． 計画方針 

 

1-1 長寿命化の概念 
従来の機械・電気通信設備等の維持管理は、機械・電気通信設備等に不具合が生じた場合

に更新する、または使用中での故障を未然に防止するため時間計画保全の考えを基本（故障

が発生する前に、一定期間で更新）として行ってきた。 

しかし、適切な時期に整備を実施することで、設備の信頼性の低下を防ぎ、設備の更新時

期を先送り（長寿命化）することで、ライフサイクルコストの低減を図ることが可能と考え

られる。 

 

 

図-1.1 長寿命化の概念 
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1-2 平準化の概念 
 

中長期保全計画において、特定年度への整備・更新費用が集中し、調達可能な予算額を超

過した場合は事業の実施が困難になると予想されることから、各施設の整備・更新の実施の

順番のルールを策定し、事業の一部を他の年度に先送りまたは前倒して実施することにより

事業の平準化を図った。 

 

 

図-1.2 平準化の概念 
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1-3 効率的な整備・更新の実施 
主ポンプ、吐出弁等の弁類、電動機等の分解整備（オーバーホール）に実施にあたり、マ

ニュアル（案）では、部品（ケーシング、インペラ、軸受等）ごとに年数が設定されている

が、施工性（工場への運搬等）を考慮すると No1 主ポンプ、No2 主ポンプのように機器単

位でまとめて実施するのが効率的である。 

よって、計画策定（費用算出）にあたっては、No1 主ポンプ、No1 吐出弁といった機器

単位で分解整備、更新を実施することを想定した費用を計上する。 

また、床排水ポンプのような小規模な機器については、人件費等を考慮すると分解整備

（オーバーホール）を実施するよりも更新した方が安価となる場合がある。よって、分解整

備を実施する機器については、メーカーに分解整備を実施した場合の費用と更新した場合の

費用を確認し、比較したうえで、分解整備を実施する機器を設定するものとする。 

 

1-4 腐食対策 
ポンプ設備、ゲート設備は、各種設備機器が長期間接水もしくは多湿状態の腐食性のある

環境下にあり、さらに流水、風雨、日光、高温などの厳しい条件にさらされている機器もあ

る。このため、設備・機器の長寿命化に当たっては腐食対策が重要となってくる。 

腐食対策に当たっては、設置環境及び使用条件（運転条件、運転頻度、対象部位の位置や

大きさ、作業性等）に応じて適切な防食方法を選定する必要がある。 

（1）ゲート設備（扉体）、スクリーン 

宇田川遊水地の一次池排水ゲート、管理ゲートの扉体及びスクリーンはステンレス鋼（耐

食性材料）であり、防食性を考慮したものとなっている。 

よって、計画策定に当たっては、次回更新時においても同様の材料にて更新するものとし

て費用を計上する。 

 

（2）主ポンプ、弁類、主配管、開閉装置等 

主ポンプ、弁類、主配管等の腐食対策に当たっては、施工性を考慮し、分解整備（オーバ

ーホール）の時期に合わせて塗替塗装を実施するものとする。 

但し、局部的な腐食に対しては適宜、保守点検時においてタッチアップ（補修塗装）を実

施するものとする。 

なお、塗替塗装の塗装仕様については、「機械工事塗装要領（案）・同解説 平成 22 年

4 月 国土交通省」に基づき、使用環境、旧塗膜状態、付着性等を考慮して選定することを

基本とするが、長寿命化を考慮した塗装仕様を適用するものとする。 
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表-1.1 塗替塗装・新設塗装の対応表 

 

出典：機械工事塗装要領（案）・同解説 

 

表-1.2 塗替塗装仕様一覧表（1/2） 

 

出典：機械工事塗装要領（案）・同解説 
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表-1.3 塗替塗装仕様一覧表（2/2） 

 

出典：機械工事塗装要領（案）・同解説 
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1-5 今後の保守方法の検討 
点検作業の改善として主ポンプにおいては、効率的な内部点検のために工業用内視鏡が活

用される事例があり、整備時期（オーバーホール）に合わせてカメラ挿入用の点検孔の追加

等を検討することが考えられる。 

 



18 

2.  機械設備 総合評価（整備・更新の優先度） 

 

2－1  設備区分レベル判定 

本施設は住民の生命・財産を守る治水設備であることから、「レベルⅠ」に区分する。 

表- 2.1 設備区分レベル 

設備区分 内  容 

レベルⅠ 

高 

設備が故障し機能を失った場合、国民の生命・財産ならびに

社会経済活動に重大な影響を及ぼす恐れのある設備 

治水設備および 

治水要素のある利水設備 

レベルⅡ 

中 

設備が故障し機能を失った場合、国民の財産ならびに社会

経済活動に重大な影響を及ぼす恐れのある設備 
利水設備 

レベルⅢ 

低 

設備が故障し機能を失った場合、社会経済活動には影響を

及ぼす恐れの少ない設備 
水質保全設備 

 

2－2  機器の特性 

各機器の保全方式は、致命的／非致命的の区分、故障予知・傾向管理の可否を考慮し、下

表に示すとおり適用した。 

表- 2.2 保全方式の適用 

致命的機器・部品 故障予知・傾向管理 適した保全方式 

○：該当 ○：可能 状態監視保全＋時間計画保全 

○：該当 ×：不可 時間計画保全 

×：該当せず ○：可能 通常事後保全＋状態監視保全 

×：該当せず ×：不可 通常事後保全 

 

2－3  点検・診断による健全度評価 

点検結果により機器毎の健全度評価を実施した。評価区分・内容を下表に示す。 

表- 2.3 健全度評価と内容 

健全度評価 評価内容 

× 

（措置段階） 
緊急に対応（取替、更新、整備）が必要。 

△ 

△1 
（予防保全段階） 

設備・装置・機器・部品の機能に支障が生じる可能性があり、予防保全の観点から

早急に措置を行うべき状態。 

△2 
（予防保全計画段階） 

設備・装置・機器・部品の機能に支障が生じていないが、2～3 年以内に措置を行う

ことが望ましい状態。 

△3 
（要監視段階） 

設備・装置・機器・部品の機能に支障が生じていないが、状態の経過観察が必要な

状態。 

○ 

（健全） 
設備・装置・機器・部品の機能に支障が生じていない状態。 
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2－4  設置条件評価 

機器がおかれる状況（環境条件）、運転頻度（使用条件）を考慮し、評価を実施した。 

 

環
境
条
件 

悪   レベル a 

通

常 
 レベル b  

小 レベル c   

  穏和 通常 悪 

  使用条件 

 

 

図- 2.1 設置条件評価マトリクス（ゲート設備） 

 

水
質
・
接
水 

汽水・常時接水   レベル a 

汽水・運転時のみ接水 

あるいは淡水・常時接水 
 レベル b  

淡水・運転時のみ接水 レベル c   

  低 中 高 

  
（運転頻度） 

使 用 条 件 

 

 

図- 2.2 設置条件評価マトリクス（ポンプ設備：接水する機器） 

 

レベル c レベル b レベル a 

低 中 高 

（運転頻度） 

使 用 条 件 

 

 

図- 2.3 設置条件評価マトリクス（ポンプ設備：接水しない機器） 

レベル a    レベル b    レベル c 

レベル a    レベル b    レベル c 

レベル a    レベル b    レベル c 
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2－5  優先順位のとりまとめ 

総合評価（整備・更新の優先順位の評価）に当たっては、装置・機器特性を考慮したうえ

で健全度の評価、設置条件による重み付け等を指数化し、機能的耐用限界を考慮して、定量

的な優先度を算出した。  

次頁に、宇田川遊水地の優先順位表を示す。 
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表- 2.4 優先度評価結果 

 

① ② ③ 致命度

平
均
の
修
繕
・
取
替

の
標
準
年
数
超
過
年

数

致命：

1

二重

化：

0.67

補完：

0.33

その

他：0

装置 機器 注意値
予防保
全値

2016 水質 接水 c1 c2 c3 CL e1 e2 e3 e4 e5 EI EL

宇田川遊水地 Ⅰ

宇田川遊水地 Ⅰ 1 No.1主ポンプ
スクリュー式渦巻ポンプ
口径：φ400mm、吐出量：15m3/min

2007 10 14 37
本体据付部、計器取付部に発錆

が見られる
無 ― 可 ― ― -27 なし 1号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 2 No.2主ポンプ
スクリュー式渦巻ポンプ
口径：φ400mm、吐出量：15m3/min

2007 10 14 37 本体据付部に発錆が見られる 無 ― 可 ― ― -27 なし 2号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 3 No.3主ポンプ
スクリュー式渦巻ポンプ
口径：φ400mm、吐出量：15m3/min

2007 10 14 37 本体据付部に発錆が見られる
平成26年10月１７日

オイル漏れ
― 可 ― ― -27 なし 3号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.50 1.00 1.00 0.00 0.57 3 2.3

宇田川遊水地 Ⅰ 4 No.1吐出弁
電動仕切弁
口径：φ350mm

2007 10 25 66 異常なし 無 ― 不可 ― ― -56 なし 1号排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 5 No.2吐出弁
電動仕切弁
口径：φ350mm

2007 10 25 66 異常なし 無 ― 不可 ― ― -56 なし 2号排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 6 No.3吐出弁
電動仕切弁
口径：φ350mm

2007 10 25 66 異常なし 無 ― 不可 ― ― -56 なし 3号排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 7 No1吸込弁
外ねじ式手動仕切弁
口径：φ400mm

2007 10 25 66
パッキン押え部に軽微な発錆が
見られる

無 ― 不可 ― ― -56 なし 1号排水機能喪失 △3 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 8 No2吸込弁
外ねじ式手動仕切弁
口径：φ400mm

2007 10 25 66
パッキン押え部に軽微な発錆が

見られる
無 ― 不可 ― ― -56 なし 2号排水機能喪失 △3 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 9 No3吸込弁
外ねじ式手動仕切弁
口径：φ400mm

2007 10 25 66
パッキン押え部に軽微な発錆が
見られる

無 ― 不可 ― ― -56 なし 3号排水機能喪失 △3 致命 時間計画 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 4 No.1逆止弁 2007 10 28 61 異常なし 無 ― 不可 ― ― -51 なし 1号排水機能喪失 ○ 非致命 事後保全 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 5 No.2逆止弁 2007 10 28 61 異常なし 無 ― 不可 ― ― -51 なし 2号排水機能喪失 ○ 非致命 事後保全 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 6 No.3逆止弁 2007 10 28 61 異常なし 無 ― 不可 ― ― -51 なし 3号排水機能喪失 ○ 非致命 事後保全 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 1.00 0.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ

宇田川遊水地 Ⅰ 10 No1電動機 55kW、400V 2007 10 25 48 軸部等に軽微な発錆が見られる 無 ― 可 ― ― -38 なし 1号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 11 No2電動機 55kW、400V 2007 10 25 48 軸部等に軽微な発錆が見られる 無 ― 可 ― ― -38 なし 2号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ 12 No3電動機 55kW、400V 2007 10 25 48 軸部等に軽微な発錆が見られる 無 ― 可 ― ― -38 なし 3号排水機能喪失 △3 致命 状態監視 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 2 1 2 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 2.2

宇田川遊水地 Ⅰ

宇田川遊水地 Ⅰ 13 地下タンク 8000L 2007 10 16 33 目視不可 無 ― 不可 ― ― -23 なし 非常時排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 14 燃料小出槽 190L 2007 10 20 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 非常時排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 15 燃料移送ポンプ 2007 10 15 27 異常なし 無 ― 不可 ― ― -17 なし 非常時排水機能喪失 ○ 非致命 事後保全 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.67 0.00 0.33 2 1.2

宇田川遊水地

宇田川遊水地 Ⅰ 16 扉体・戸当り
手動式鋼版製角形ゲート
W1000×H1000

2007 10 29 58 異常なし 無 ― 不可 ― ― -48 なし 排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 17 開閉装置 手動スピンドル式 2007 10 27 46 異常なし 無 ― 不可 ― ― -36 なし 排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 1.2

宇田川遊水地

宇田川遊水地 Ⅰ 18 扉体・戸当り
電動式鋼版製角形ゲート
W1000×H1000

2007 10 29 58 異常なし 無 ― 不可 ― ― -48 なし 排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 19 開閉装置 電動スピンドル式 2007 10 27 46 異常なし 無 ― 可 ― ― -36 なし 排水機能喪失 ○ 致命 状態監視 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 1.00 0.00 0.40 2 1.2

宇田川遊水地

宇田川遊水地 Ⅰ 20 ポンプピットスクリーン
車両通行用固定バースクリーン
21.93m×4.71m、材質：SUS304

2007 10 40 40 目視不可 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 21 一次池スクリーン
固定バースクリーン
1.0m×1.0m、材質：SUS304

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 22 No1.二次池スクリーン
固定バースクリーン
4.9m×4.915m、材質：SUS304

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 23 No2.二次池スクリーン
固定バースクリーン
4.9m×4.915m、材質：SUS304

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 24 No3.二次池スクリーン
固定バースクリーン
4.9m×4.915m、材質：SUS304

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地 Ⅰ 25 No4.二次池スクリーン
固定バースクリーン
4.9m×4.915m、材質：SUS304

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 連続排水機能喪失 ○ 致命 時間計画 低 淡水 常時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.67 0.00 1.00 1.00 0.00 0.53 3 1.3

宇田川遊水地

宇田川遊水地 Ⅰ 26 No1床排水ポンプ
水中汚水ポンプ
φ80mm、吐出量：0.3m3/min

2007 10 11 22 異常なし 無 ― 不可 ― ― -12 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 0.33 0.00 0.33 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 27 No2床排水ポンプ
水中汚水ポンプ
φ80mm、吐出量：0.3m3/min

2007 10 11 22 異常なし 無 ― 不可 ― ― -12 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 低 淡水 運転時接水 c 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.33 0.00 1.00 0.33 0.00 0.33 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 28 チェーンブロック
ギヤードトロリ結合形
3.0t×約8.0m

2007 10 40 40 異常なし 無 ― 不可 ― ― -30 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 低 - 非接水 - 低 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.20 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 29
換気機械室用給気ファン（FS-
1）

シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 30
換気機械室用排気ファン（FE-
1）

シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 31
機器搬出入スペース給気ファン
（FS-2）

シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 32
機器搬出入スペース排気ファン
（FE-2）

シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 33 ポンプ室用給気ファン（FS-3） シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

宇田川遊水地 Ⅰ 34 ポンプ室用排気ファン（FE-3） シロッコファン 2007 10 20 20 異常なし 無 ― 不可 ― ― -10 なし 通常運用・維持管理困難 ○ 非致命 事後保全 高 - 非接水 - 高 可 無し 整合 なし - 1 1 1 0.00 0.00 1.00 0.33 1.00 0.47 2 1.2

Ⅶ．付属設備

Ⅰ．主ポンプ設備

Ⅱ．主ポンプ駆動設備

Ⅵ．除じん設備

Ⅳ．管理ゲート

Ⅴ．一次池排水ゲート

Ⅲ．系統機器設備
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3.  電気通信設備 総合評価 

電気通信設備の総合評価（更新の必要性、優先度の評価）について、「電気通信施設アセ

ットマネジメント要領・同解説（案）国土交通省（以下、電通マニュアル）」に基づき、以

下に示す検討フローに従い、評価を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 3.1 電気通信設備の検討フロー 

【STEP1：設備状態診断】 
耐用年数超過状況、点検結果等に
より 100 点満点で採点 

END 
30 点未満 

30 点以上 

【STEP2：ケース設定】 
継続使用、部分更新、全面更新
した場合の内容を設定 

【STEP3：性能評価】 
施設が提供する情報の種類、内
外部への提供数、迅速性を採点 

【STEP4：信頼性評価】 
故障した場合の影響度、メーカー
サポート体制、故障頻度を採点 

【STEP5：コスト評価】 
点検費、更新費等を試算し、採点 

【STEP6：総合評価】 
STEP3～5 の各点数を合計、最も
点数の高いケースを採用 
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電気通信設備の総合評価は、まず【STEP1：設備状態診断（ストック基本評価）】を 100 点満点

で評価し、30 点未満の場合は、継続使用可能という評価となり、そこで評価は完了する。 

30 点以上の場合は、【STEP2：ケース設定】で、継続使用、部分更新、全面更新の 3 ケースを設

定し、それぞれ「STEP3：性能評価」、「STEP4：信頼性評価」、「STEP5:コスト評価」を行い、

【STEP6：総合評価】として最も点数が高いケースを採用する。 

表- 3.1 維持管理方針検討における評価項目一覧 

基本評価項目 中項目 小項目 概要 

【STEP1】 
設備状態診断 
（ストックマネ
ジメント） 

ストック基本評価 ①経過年 耐用年数の超過状況を評価 
②適用仕様書 最新の仕様に即しているかを評価 
③障害履歴 過去の障害発生回数を評価 
④点検記録 点検の結果を評価 

状態診断 ⑤設備現況 外部・内部の劣化状況、操作性、環境等を評価 
「電通マニュアル」を参考に、①～⑤の採点を行い、「30 点以上の場合は STEP2」へ、「30 点未

満の場合は検討終了（現行の設備を継続して使用）」 
【STEP2】 
ケース設定 

以下の 3 ケースの設定を行う。 
CASE1：継続使用⇒現行の機器をそのまま使用する案。 
CASE2：部分更新⇒設備を構成する機器の一部を更新して使用する案。 
CASE3：全面更新⇒設備全体を更新する案。 

CASE1～CASE3 に対して、以下の STEP3～5 の評価（採点）を行う。 

【STEP3】 
性能評価 
（サービスレベ
ル管理） 

基本性能評価 ⑥機能評価 基本的な機能を評価 
⑦性能評価 処理速度、伝送速度等を評価 

外部サービス評価 ⑧サービス評価（外部） 外部（国交省以外）への情報提供している場合
のサービスレベルを評価 

内部サービス評価 ⑨サービス評価（内部） 操作性や運用性を評価 
【STEP4】 
信頼性評価 
（リスク評価） 

影響度評価 
（有効性評価） 

⑩重要性 提供するサービスの重要度（外部機関の数、提
供サービスの量等）、河川・道路管理・運用にお
ける重要度（主要 or 補助、代替性）等を評価 

⑪安全性 一般住民や公共施設利用者への影響や人命財
産への影響度を評価 

⑫影響範囲 故障時の地域への影響範囲（特定地域、全国
等）、組織内の影響範囲等を評価 

設備運用信頼性 
評価 
（障 害復旧難 易
性評価） 

⑬保守部品供給 保守部品の在庫、製造状況を評価 
⑭技術者体制 専任技術者の有無、対応時間等を評価 
⑮サービス保証 OS や単独製品のサービス保証期間、障害対応

に必要な時間を評価 
⑯障害復旧時間 障害復旧に必要な時間を評価 

信頼度評価 ⑰障害発生頻度 過去の障害発生頻度を評価 
【STEP5】 
コスト評価 
（コスト管理） 

維持運用コスト 
評価 

⑱点検経費 点検費用を評価 
⑲修繕費 機器等の想定修繕費用を評価 
⑳運用等経費 電力料金等を評価 

整備・更新コスト 
評価 

21 整備更新費 オーバーホールや設備全体の更新費用を評価 

CASE1～CASE3 に対して、⑥～21 の評価（採点）を行う。 

【STEP6】 
総合評価 各 CASE の⑥～21 の合計点のうち、最も点数の高い CASE を採用 
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表- 3.2 アセットマネジメント評価結果一覧 1/2 

1 引込計器箱
3φ　3W　200V　50Hz
1φ　3W　200-100V　50Hz

1 屋外 2007 年 10年 4.8 － － 無 － 継続使用 －

2 照明主幹盤　LC-1 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 3.0 － － 無 － 継続使用 －

3 接地端子箱 [型式]屋内自立型 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 3.0 － － 無 － 継続使用 －

4 駆動設備(原動機)
A1A-03(ｶﾜｻｷ)　ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ機関
圧縮機：遠心2段　ﾀｰﾋﾞﾝ：軸流2段　出力：250kVA

1 屋外 2007 年 10年 4.3 － － 無 － 継続使用 －

5 発電機
[仕様]ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　[発電型式]ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ
[発電容量]250KVA　[電圧]400V　[製作会社]明電舎

1 屋外 2007 年 10年 4.3 － － 無 － 継続使用 －

6 発電機盤　GP-1 [型式]鋼板製屋外自立型　[製作会社]明電舎 1 屋外 2007 年 10年 3.6 － － 無 － 継続使用 －

7 直流電源装置盤　GD-1 [型式]鋼板製屋外自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋外 2007 年 10年 1.8 － － 無 － 継続使用 －

8 無停電電源設備 無停電電源装置 YUMIC-SHD100AP1［製作会社］　GSユアサ 1
屋内　B1階　電気室
（照明主幹盤内に設置）

2016 年 1年 0.0 － － 無 － 継続使用 －

9 工業用ﾃﾚﾋﾞ装置　ITV-1 [型式]ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 3.6 － － 無 － 継続使用 －

10 宇田川上流ITVカメラ [型式]屋外雲台一体型カメラ　[製作会社]日立国際電気 1 屋外　宇田川上流 2007 年 10年 5.4 － － 無 － 継続使用 －

11 宇田川下流ITVカメラ [型式]屋外雲台一体型カメラ　[製作会社]日立国際電気 1 屋外　宇田川下流 2007 年 10年 5.4 － － 無 － 継続使用 －

12 一次池ITVカメラ [型式]屋外雲台一体型カメラ　[製作会社]日立国際電気 1 屋外　一次池 2007 年 10年 5.4 － － 無 － 継続使用 －

13 非常警報装置 非常通報装置 ［型式］コルソス　CSAX　　[製作会社]NECプラットホームズ 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 3.5 － － 無 － 継続使用 －

14 発電対象設備コントロールセンタ　CC-1-1 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

15 発電対象設備コントロールセンタ　CC-1-2 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

16 受電対象設備コントロールセンタ　CC-2-1 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

17 受電対象設備コントロールセンタ　CC-2-2 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

18 受電対象設備コントロールセンタ　CC-2-3 [型式]屋内自立型　[電圧]200V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

19 №1ポンプVVVF盤　VVVF-1 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

20 №2ポンプVVVF盤　VVVF-2 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

21 №3ポンプVVVF盤　VVVF-3 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

22 給排気ファン現場盤　LB-1 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　換気機械室 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

23 №1～No.3主ポンプ・吐出弁盤　LB-2 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B2階　ポンプ室 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

24 №1、№2燃料移送ポンプ盤　LB-3 [型式]屋外壁掛け型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋外 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

25 №1、№2床排水ポンプ盤　LB-4 [型式]屋内壁掛け型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B2階　ポンプ室 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

26 一次池排水ゲート盤　LB-5 [型式]屋外スタンド型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋外 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

27 オーﾄリフター操作盤 [型式]屋内壁掛け型　[電圧]200V　[製作会社]松下電工（株） 1 屋内　B2階　ポンプ室 2007 年 10年 6.8 － － 無 － 継続使用 －

28 コントローラ盤　CRT-1 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

29 現場操作盤　LCB-1 [型式]屋内自立型　[電圧]100V　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

30 計装収納盤　IB-1 [型式]屋内自立型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

31 補助継電気盤（１）　ARB-1 [型式]屋内自立型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

32 補助継電気盤（２）　ARB-２ [型式]屋内自立型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

33 中継端子盤　TB-1 [型式]屋内自立型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 5.0 － － 無 － 継続使用 －

34 監視用伝送装置　CRT-1 [型式]ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型　[製作会社]明電舎 1 屋内　B1階　電気室 2007 年 10年 7.5 － － 無 － 継続使用 －
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（点検結果整理表）
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表- 3.3 アセットマネジメント評価結果一覧 2/2 

 
  

35 雨量計 転倒ます式　[製作会社]横河電子機器 1 屋上 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

36 宇田川上流流速計 [型式]電波式　[製作会社]横河電子機器 1 屋外　宇田川上流 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

37 宇田川上流水位計 [型式]超音波式　[製作会社]横河電機 1 屋外　宇田川上流 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

38 宇田川下流水位計 [型式]超音波式　[製作会社]横河電機 1 屋外　宇田川下流 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

39 一次池水位計 [型式]投込み式　[製作会社]JFEアドバンテック 1 屋外　一次池 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

40 二次池水位計 [型式]超音波式　[製作会社]横河電機 1 屋内　B2階　ポンプ室 2007 年 10年 8.8 － － 無 － 継続使用 －

ストック基本評価点数
（点検結果整理表）

（劣化診断結果整理表）

No 設備名称 装置名称 数量 設置年/更新年品名・規格 設置場所
更新・対策
実施時期

点検業務等の
技術的所見事項

更新
優先順位移設・廃止計

画の有無
総合評価
判定結果

計装設備

経過年数

アセットマネジメント評価・判定

有効性
評価点数

信頼性
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